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百日

見

相
貌
で
無
い
。
（
是
問
）
、
他
宗
の
人
の
設
心
行
は
「
若
欲
レ
佐
一
一
仰
道
こ
の

如
く
で
な
い
。
（
是
五
〉
、
〈
然
し
な
が
ら
小
生
考
ふ
る
に
、
誌
等
の
組
先
は

他
白
川
よ
り
抜
時
中
に
縛
入
し
た
で
あ
ら
う
。
然
、
b
ば
議
制
の
言
、
過
乗
な
る

に
非
ず
苧
）
。
合
掌
も
供
養
も
機
成
す
る
事
を
表
す
。
他
宗
の
人
に
此
の

如
き
鋭
利
あ
り
や
。
「
是
六
）
、
「
如
レ
是
供
養
シ
己
テ
白
ラ
欣
慶
シ
我
レ
大

利
J
獲
タ
リ
」
と
一
五
ふ
が
、
如
法
折
伏
の
説
法
は
誇
者
心
を
拙
即
勤
す
る
事

必
然
で
あ
る
。
（
是
七
）
、
「
上
野
殿
書
」
は
信
者
の
佐
川
施
を
歎
じ
て
法
制
叫
円
聞

の
文
を
引
く
。
（
是
八
）
、
信
者
の
供
獲
を
歎
ず
る
の
文
は
数
多
い
が
、
読
者

の
供
養
を
歎
じ
た
謹
は
無
い
。
（
是
九
）

〈四）

此
れ
よ
り
以
下
、
一
二
個
の
問
答
を
過
ぎ
て
、
愈
ム
吋
本
終
的
の
「
破
骨
公
認
」

に
入
目
、
十
六
例
僚
を
弾
ず
る
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
上
此
庭
に
筆

を
止
む
る
の
で
あ
る
。
此
れ
「
破
伸
英
語
」
鶴
見
の
隙
見
な
る
所
以
か
も
知

れ
ぬ
。

最
後
に
誇
対
が
単
行
の
品
開
暇
に
研
究
さ
れ
る
な
れ
ば
興
味
深
い
問
題
も

多
4
あ
る
事
と
思
ふ
。
然
し
て
不
受
不
施
の
義
は
講
師
聞
を
以
て
肌
と
し
、

講
師
を
以
て
末
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
何
故
か
左
官
ふ
に
此
の
主
張
は

品
開
り
に
も
「
布
施
」
の
義
に
執
す
る
を
以
て
、
紛
も
す
れ
ば
曲
解
を
醸
し

易
〈
、
且
精
紳
的
の
裏
面
に
物
質
的
観
念
深
浅
せ
る
放
に
、
倒
議
日
を
以
て

曾
し
と
す
る
の
感
を
生
ぜ
し
む
。
か
、
る
観
念
は
一
一
聞
に
於
て
は
組
意
に

治
ふ
慮
あ
ら
ん
も
、
多
面
に
於
て
は
読
者
救
済
の
遁
無
く
、
訪
者
を
嫌
避

す
る
の
念
を
興
さ
し
め
、
畢
党
利
意
の
表
の
み
知

P
て
、
底
を
知
ら
ざ
る

四

の
一
同
遣
を
歩
主
し
む
る
に
去
る
ヤ
も
計
別
難
い
。
例
せ
ば
法
律
の
み
に
よ

り
で
非
を
裁
か
ん
と
す
る
者
の
如
く
、
界
を
椴
み
て
人
を
憎
ま
ず
の
寛
胸

を
失
ず
る
の
織
あ
り
。
故
に
講
師
の
主
張
は
了
す
る
は
可
な
る
も
、
－
賀
行

に
移
す
は
宗
門
の
危
期
を
再
度
的
〈
の
災
を
致
ず
で
あ
ら
う
。
主
口
等
が
議

削
の
主
旨
を
生
か
す
の
滋
は
、
不
受
不
施
の
義
は
脊
壮
守
山
弱
情
の
信
心
を

強
情
に
せ
ー
め
ん
と
せ
し
、
「
訟
悲
の
餓
鎚
也
」
と
銘
記
し
て
自
己
の
責
任

に
遇
挫
す
る
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
高
2
）

（

完

）

（
副
山
山
製
院
花
阜
、
於
麓
坊
〉

電

力

工

事

場

臥

百包

限
ら
れ
た
人
の
力
で

無
恨
の
威
力
を
稜
揮
壮
一
ん
と
す
る


